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 本学の「大学案内」は、併設大学と短期大学部の合冊となっている。本学では、併設大 

学・短期大学部相互に一定の範囲で専門教育科目を自由に履修することができることや、 

短期大学部卒業後の進路の選択肢として併設大学への進学イメージを入学前から確認でき 

るなど、大学と短期大学部を併設している特色、利点をともに享受できるように合冊とし 

ている。その「大学案内」には、聖徳太子の教学の偉業である、敬田院事業を継承、発展 

させることを使命とし、聖徳太子の仏教精神に基づく全人教育を教育の根幹におくことが 

明記されている。そのための人間教育の場として、入学時の「授戒」と「仏教」の授業を 

必修としている。「授戒」は、本学の名誉学長でもある四天王寺管長より戒（仏の教え）を 

受け、入学生はこれを守ることを宣誓する。「仏教」の授業は、布教ではなく素養としての 

心構えや態度の修得そして社会環境との調和、礼儀と倫理観、つまり徳力を身につけるこ 

とを教育目標としている。 

 求める学生像について、「こころの時代」にふさわしい社会人としての基盤を形成し、教 

養のみならず慈愛に満ち、社会貢献への高い使命感を持てる素養を持つ学生の入学を重視 

している。また、全ての入学試験において面接試験を実施し、受験生に対して本学の建学 

の精神や教育理念の周知徹底を図っている。 
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本学の「募集要項」ではそれぞれの入学試験区分ごとに、①募集科（専攻）・試験会場 

②試験日程・試験科目 ③出願資格 ④出願方法 ⑤入学検定料 ⑥出願先 ⑦出願書類 

について ⑧入学志願票等記入方法 ⑨入学志願票等記入例 といった項目が記載されて 

おり、明瞭化が図られている。 

なお、本学の選抜方法は以下のように区分されている。 

（１）特別推薦入学試験 

 特別推薦入学試験は、自校推薦入学試験と指定校制推薦入学試験の２つを実施している。 

自校推薦入学試験は、併設の四天王寺高等学校および四天王寺羽曳丘高等学校を対象とし、 

指定校制推薦入学試験は、本学への志願者数・合格者数・入学者数等、過去数年間の実績、 

入学生の在学中の成績、地域性を考慮のうえ、毎年審査し、高等学校を指定する。それぞ 

れ以下に詳細を記載する。 

・自校推薦入学試験 

併設高等学校の生徒を対象とした入学試験である。高等学校長が推薦し、本学の建 

学の理念とそれに基づく教育方針を正しく理解し、学則を遵守する者について面接試 

験にて選抜する。 
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・指定校制推薦入学試験 

   調査書の一定基準を満たし、高等学校長が推薦し、本学の建学の理念とそれに基づ 

く教育方針を正しく理解し、学則を遵守する者について面接試験にて選抜する。 

（２）推薦入学試験 

 高等学校での学習成績を点数化し、面談試験または、基礎問題と併せて評価し、合否を 

判定する。推薦特技入学試験資格型と公募制推薦入学試験基礎がある。 

・推薦特技入学試験資格型 

   面談試験に加えて調査書を点数化、更に本学の指定する特別活動、資格・検定があ 

れば加点して選抜する。更に、各科（専攻・コース）が指定する資格等を持つ場合、 

面談点に一律１０点を加点する。また、保育科は、ピアノ等の演奏能力を有する者を 

出願資格とした。 

・公募制推薦入学試験基礎 

国語または、英語の学科試験、調査書の点数化、面接試験にて選抜する。また、調 

査書重視方式・科目重視方式の２種類の選抜方法を設定し、志願者が出願の時点にど 

ちらかを選び、出願する。また試験日は自由選択制としている。 

（３）一般入学試験 

 学科試験の点数のみで選抜する。試験日や試験会場、試験科目にも選択の幅を持たせ、 

多様な人材を集めるために、大学入学試験センター試験の利用も導入している。 

・一般入学試験 

国語または、英語の学科試験と面接試験にて選抜する。また、試験日自由選択制と 

している。 

・一般入学試験センター試験利用入学試験Ⅰ期 

   大学入学試験センター試験受験科目のうち得点の高い２科目の合計点と面接試験に 

て選抜する。 

（４）アドミッションオフィス（ＡＯ）入学試験 

 本学の各科のアドミッションポリシーと各科（専攻・コース）の求める学生像に適した 

素養を持つ人材であるかを審査し、選抜する。 

・ＡＯ入学試験オープンキャンパス参加型 

オープンキャンパス開催時に本学の指定するセミナーに参加しアドミッションポリ 

シーおよび求める学生像に適した素養を持つ人材であるかを審査および試験により、 

合否を判定する。 

・ＡＯ入学試験自己推薦型 

アドミッションポリシーおよび求める学生像に適した素養を持つ人材かを面談等に 

より、合否を判定する。 

（５）社会人・帰国生徒・外国人留学生入学試験 

 多様な人材を集めることと幅広い人々へ教育の機会を提供することを目的とし、推薦入 

学試験や一般入学試験、ＡＯ入学試験以外に社会人や帰国生徒、外国人留学生を対象とし 

た入学試験制度を実施している。 

・社会人入学試験 
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社会での就業経験を評価し、通常の筆記試験とは異なる小論文と面接試験、書類審 

査にて選抜する。 

・帰国生徒入学試験 

本学は海外で教育を受けた生徒に対して入学の門を開いている。本学ではセメスタ 

ー制を導入しているため、４月入学と９月入学が可能である。日本語と英語、面接試 

験、書類審査にて選抜する。 

・外国人留学生入学試験 

   本学は、建学の精神の趣旨に基づいて外国人に対し、広く門戸を開いている。入学 

試験は、１０月と２月の２回実施。日本語と面接試験、書類審査にて選抜する。 
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広報活動、入学試験、受験生からの問い合わせ等の業務は、入試・広報部が担当してい 

る。入試・広報部は、専任教育職員２名（部長・副部長）、専任事務職員１０名、派遣職員 

１名、およびパート職員１名の計１４名で構成され、四天王寺大学、同大学院の入試広報 

業務を併せて遂行している。また、各科所属の教育職員から入試・広報委員を委嘱し、進 

学相談会や模擬授業、オープンキャンパスの企画など、各科の特長を活かした広報活動を 

展開している。 

受験生からの問い合わせに対しては、電子メール・ＦＡＸ・電話の他、直接高等学校に 

出向いて説明するなど、迅速に対応している。 
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 本学では毎年、学長により入学試験問題作成委員を委嘱する。委嘱された委員は、入学 

試験問題において漏洩等への細心の注意を払い、特定の作業室で作成および校正にあたる。 

問題完成後の問題冊子は、専用保管庫にて入試・広報課長の管理のもと厳重に保管してい 

る。また、出願から試験の実施、合否通知発送などの一連の業務を課員が遅滞なく遂行し 

ている。出願書類の処理については、手順のマニュアルを作成し、それを基に作業を行っ 

ている。 

 入学試験については、試験区分ごとに教職員の中から入学試験担当者を決定している。 

教職員の親族等が本学を受験する場合は、全ての入学試験担当業務から除外し、透明かつ 

公正な入学者選抜試験に取り組んでいる。担当者には、事前に試験実施要領や注意事項な 

どを配付している。さらに、入学試験当日、試験監督者を集め、間違いなく、スムーズに 

入学試験を遂行するため説明会を実施し、実施要領の周知徹底を図っている。また、入学 

試験ごとに試験本部を設置し、総括責任者として学長自ら厳正な入学試験の運営に努めて 

いる。 

 身体に障がいを抱えた受験生に対しては、試験時間の延長、文書による伝達、別室の設 

置など、受験生の要望に則した対応を取ることにより、障がい者に不利が生じないよう、 

体制を整えている。 
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 合否判定では、全ての入学試験において教学会、学部長学科長会、教授会と判定会議が 

速やかに開催され厳正なる判定を行っている。 
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【現状説明】 

入学試験合格者には、合格通知送付時に冊子「入学の手びき」（建学の精神、教育の方針、 

学園訓・学園の沿革、入学式、オリエンテーションについて、学則（抜粋））、「入学手続き 

について」（①入学手続きについて ②プレエントランス・ガイダンス ③学生生活について 

④その他）を同封し、入学までに授業や学生生活の情報等を提供している。 

その冊子の中で情報として、保育科入学生には、専門教育科目の中で音楽（器楽・声楽）、 

音楽理論等の授業があり、楽しく有意義な授業を受けられるよう、ピアノ・電子オルガン 

・ギター・リコーダー等、各種楽器、音楽に親しんでおいてもらい、ピアノについては、 

ある程度のレベルまで演奏できるように練習しておくことなども勧めている。 

○ プレエントランス・ガイダンスについて 

推薦入学試験合格者向けに、入学後スムーズに学生生活が送れるように、入学前教育の 

一環として、本年度より１回増やし、３回実施した。１回目は１０月下旬にＡＯ入学試験 

等、早い時期での推薦入学試験合格者を対象に行った。入学までの学習習慣の継続を目的 

とした。 

 今回は「作文とレポートの違いについて」という内容で授業を行い２回目にレポートを 

提出させ添削し３回目に返却することにより、３回連続して参加できるように工夫してい 

る。 

２回目は、入学までの過ごし方や学生生活の送り方と、建学の精神に基づいた本学の教 

育方針の全体説明後、各科（専攻）別ガイダンスにて科（専攻）の特色・学修内容紹介、 

ミニ講義そして先輩との談話等を行っている。また、ピアノ実技などの課題を出し、３回 

目に個別指導を行っている。 

３回のガイダンスとも各種相談コーナーを設け、各科（専攻）別ガイダンス終了後、授 

業や学生生活についての個別相談にも応じている。また、保護者の方も同伴されることが 

多く、第２回目のガイダンスでは保護者を対象に本学の教育方針や学生生活、卒業後の進 

路・就職等の説明の場を設けている。 

【自己評価】 

現状として、入学手続者に対し、入学までに授業や学生生活についての情報提供は行え 

ていると考えられる。また、プレエントランス・ガイダンスの実施も、推薦入学試験の合 

格者を対象に学習習慣が失われることのないように入学までのウォーミングアップとして 

は、一定の効果を上げている。 

【改善向上策】 

プレエントランス・ガイダンスにおいて、教育職員や先輩と直接話すことで、大学生活 

への不安解消や学ぶ意欲が高められている（実施日のアンケート調査結果による）ことか 

ら、今後さらに参加者の要望などをふまえて入学後の具体的な設定目標を立てられるよう 
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な内容の工夫をしていきたい。 
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【現状説明】 

２年間の学生生活に向けた導入教育の最初の重要なステップと位置づけ、入学式後の５ 

日間に渡ってオリエンテーションを実施している。学生には、高校生活との違い、短期大 

学部で学ぶことの意義や本質について十分に説明するとともに、カリキュラムや学習内容、 

学習方法、時間割の組み方、本学における学習支援の仕組み等の解説を行っている。 

期間中には新入生歓迎会や学生運営委員会によるイベントでクラブ紹介等が行なわれ、 

教育職員や学生相互の交流を深める機会を設けている。 

また、本学の建学の精神を実現するために、新入生全員が本学の設置母体である四天王 

寺にて授戒を受ける。これは、本学名誉学長である四天王寺管長が戒師となって戒を授け 

ることである。これによって正しい生活・考え方を身につけようとするものである。 

【自己評価】 

本学では上述のように、オリエンテーションを導入教育の重要なステップと考えて、ス 

ケジュールについても１年かけて綿密に組んでおり充実している。 

内容は礼拝・カリキュラム・就職・編入学・学生生活・健康診断・海外留学・情報処理 

・語学テストと多岐にわたり、学生生活を始めるにあたり支障をきたさないよう十分配慮 

しているとともに、学生生活の充実・就職等卒業後の進路へ向けての指導もこの時点から 

始め、学生が自己の将来をイメージし新しい学生生活に希望をもってスタートできるよう 

組み立てられている。 

また、授業関係については、履修登録の方法から授業内容・卒業要件・教育職員免許の 

取得方法まで、科別・個別に対応して丁寧に説明指導している。 

さらに、本学の建学の精神である仏教精神についても、仏教の授業を通じて諸教科学修 

の心構えと態度を身につけていくことを指導している。 

よって、本学のオリエンテーションは新入生が抱える希望・期待・不安等について学生 

の目線に立って指導している。 

【改善向上策】 

現在、共通連絡事項は大人数を一箇所に集めて連絡しているが、現代の学生気質に鑑み、 

より学生に受け入れられやすい形にしていきたい。 

例えば、少人数で質問しやすくする、ＡＶ機器を使用しビジュアルなものを活用する等、 

双方向性のあるものにすることにより、ともすれば情報が一方通行になりがちなオリエン 

テーションをより学生に刺激を与えるものに変えるよう努める。 
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【現状説明】 

１ １年次（新入生）オリエンテーション 

夏学期・冬学期の始めに全科の学生対象にオリエンテーションの時間を設け、教務部、 

キャリアセンター、入試・広報部、学生支援センターより学生生活に関する様々な事柄に 

ついて、資料の配布と共に説明をしている。 

教務部においては、高等学校と短期大学部の授業の受け方の違いに始まり、掲示による 

連絡を見落した場合の自己責任、履修・単位の説明、履修要覧の見方、時間割の組み方等、 

短期大学部での学修の基礎を入学後の４月上旬に徹底的に理解させる。 

２ 科・クラス別オリエンテーション（１・２年次） 

夏学期初めの４月上旬に実施。同じ日に最初、科別のオリエンテーションを行い、その 

後引き続き、クラス別のオリエンテーションを行うようにしている。例えば、全科対象の 

オリエンテーションでは説明できない各科の履修上の注意事項、自分の進路や資格取得に 

合わせた履修の仕方や、選択科目等の進路別履修パターンについても説明している。 

３ 保育科学外実習申込み登録ガイダンス（１年次） 

毎年４月と９月の学期初めに１年次に対して、学外実習の意義や目的、履修上の注意事 

項、幼稚園免許状・保育士登録の申請、その他教育課程全般等について、教員免許・資格 

関係の説明だけに的を絞ったガイダンスを開催している。特に教育実習および保育実習に 

関して、新入生時ではどのような不安を抱えているかなど、学生の意識を詳細に把握する 

必要がある。また、履修していく上で、ただ単に幼稚園免許・保育士資格を取得するため 

に履修することへの注意を喚起している。 

【自己評価】 

現状として、特に新入生に対するオリエンテーション・ガイダンスが充実しており、学 

修の動機づけや、目指す資格・進路等に対する科目選択に一定の効果を上げている。履修 

指導をきめ細かくし、一人でも落ちこぼれることのないように気を配る事ができた。 

【改善向上策】 

きめ細かい指導が本学における特色であり、学修支援の必要な学生への指導に全学的に 

取り組む方針をより推進させていくべきである。 

ש ⁞ ”‍‼” ₀ ῼ ΌῬ⁵‟ ‗ ―

   ΅῀

【現状説明】 

本学では、学修上必要とされる冊子として、毎年度ごとに「履修要覧」「授業概要（シ 

ラバス）」「時間割表」等を４月上旬のオリエンテーション時に配布している。履修要覧を 

基に学生は、各科・専攻における履修上の必要な知識や注意事項・自分の進路選択や資格 

取得に向けた履修の仕方を決定している。また、教育職員免許状の取得希望者には、課程 

を修めるにあたっての注意事項や教育実習参加への流れ等、詳細な冊子を履修要覧とは別 

に作成し、配布している。 
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【自己評価】 

学修支援を行うにあたって、豊富な情報提供も大切である。本学では、学内ホームペー 

ジの検索しやすい位置に学修面でのお知らせや変更点等を更新し、側面から支援している。 

【改善向上策】 

昨年度課題であった印刷物等の側面からの支援だけではなく、実際の授業についていけ 

ない学生を早期に発見し支援できるように平成２１年度より初年次教育を導入した。初年 

次教育実施にあたり、さらに学修に対するモチベーションを高めていく。 

ת ” ‚   ” ‹₀ ‒―΅⁴ „᾿​”

₀  ―  ΅῀

１ 正課内の取り組み 

【現状説明】 

本学の建学の精神の理解を基本に基礎的知識・技能・態度の修得を目的とした初年次教 

育を各科専攻において実施している。また、本学必修科目の「仏教」との連携も行ってい 

る。その他にも、オフィス・アワーや補講など実施している。 

【自己評価】 

科・専攻により曜日時限は異なるが、週１コマ初年次教育の学修支援を組織的に行って 

おり、科・専攻の担任教育職員の独自の工夫を行っている。また、個々の教育職員がオフ 

ィス・アワーや補講を実施し時間をかけて諸問題に対処し大学での学修意欲向上に努める 

ようにしている。 

【改善向上策】 

学生の学修相談に対して、教育職員と相談窓口となる学生支援センター・教務部・キャ 

リアセンターの事務職員が連携を密にとり、学修の遅れや悩みの原因を追究し改善するこ 

とが必要である。 

初年次教育については、保育科を除き単位化を行っておらず、カリキュラムの再検討が 

必要である。 

 

２ 正課外の取り組み 

【現状説明】 

これまで、大学生・短期大学生の基礎学力の低下が指摘されている中、本学においても、 

その傾向は顕著に現れ、各科の専門・教養科目の理解不足はおろか、将来的にも困難を伴 

うことが危惧される。「リメディアル教育」の言葉にあらわされるように、本学では平成 

１３年度より「基礎学力強化講座」と題して、早期に基礎学力の補填に努め、大学本来の 

専門知識の習得およびその後の進路への活用を目標とし、講座の導入に踏み切った。ここ 

では、苦手科目の選択や授業時間等を配慮した柔軟な受講システムを提供するとともに、 

平成１５年度までは国語、数学、理科、社会、英語の５科目で実施し、平成１６年度より 

社会を除く４教科で現在に至っている。開講当初は「基礎学力強化講座」の名称のもと、 

受講する学生を募ったが人数が集まらず、その後、「教養教育講座」と改称し、対象を１、 

２年次生から１年次生に変更し、登録料のみを徴収する無料講座として、早期からの学習 

に取り組む体制をつくり、勉学意欲の向上を図っている。また、平成１８年度より、講座 
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開講中にグループ面談を実施し、学習方法や将来の進路について気軽に相談できる場を設 

けた。これは、１年次生の進路面でのフォローアップとしての効果をも高めており、講座 

の特色として位置づけられる。近年では、話題性に富んだニュースや問題をテーマに据え 

て、文章作成や文章表現に注力するほか、教員採用選考試験や公務員試験をはじめ、一般 

就職試験に出題される内容も盛り込みながら、各自の志望コースに向けた講座へと確立さ 

せた。その結果、平成２１年度は、各科目すべてで１００名以上を越える学生が受講して 

いる。 

【自己評価】 

指導する講師陣は、講座時間外でも受講する学生の質問にも対応し、学生の講座に対す 

る信頼を得ている。加えて、受講した学生は、基礎学力の向上はもとより、優秀な成績を 

保持するまでに至り、最終的な進路調査においても、本講座を受講した学生が目標達成を 

果たした実例は多い。このことは、単に学生や保護者に対する案内や告知にとどまらず、 

各科の教育職員やキャリアセンターとも連携を図り、ガイダンスをはじめ保護者説明会な 

どで講座の重要性を伝え、紹介したことによる効果があげられる。 

【改善向上策】 

現在開講中の国語、数学、理科、英語の４科目の基礎学力、基礎教養をマスターするた 

めには、長期的な時間をかけ、継続性を必要とする。現在、火曜日を除く５限目に各科目 

１０回を実施しているが、学生は、授業のカリキュラムや履修状況によって受講できない 

場合も発生しており、科の教育職員との調整や受講できる体制づくりは必要不可欠である。 

また、入学してから卒業までのわずか２年という短期間の中に、就職が決定づけられるた 

めに、教養教育講座の重要性は特段の意味合いを持っており、科の教育職員とも更に連携 

をして、紹介をしていくことが大切である。 

װ ” ” ᾿ ‹ ‚   ”‍‼” ‹⁞ ΌῬ⁵‟

 ―  ΅῀ ₀ ῼ ‚„᾿ ‚⁭⁴ ” ᾿ ”

• ₀  ―  ΅῀

【現状説明】 

本学では、学生の学修面・生活面における悩みや問題に対して適切な助言・指導を行え 

るように下記の支援体制を実施している。 

（１）クラス担任制度 

入学時より全学生は、各科・専攻ごとにクラスに所属し、各クラスには担任教育職員 

を配置している。担任教育職員は、学生の学生生活および履修・学修等の助言・指導・ 

相談に応じている。 

（２）オフィス・アワー 

授業の理解度を深めるため、また学修全般の支援を図るために、科・専攻・学年に関 

係なく担任をはじめとして教育職員に質問・相談が出来る時間帯（１週間に１回９０分） 

を設けている。学生には、４月の開講時より掲示で時間帯を周知し、アポイントなしで 

専任教育職員の研究室を訪ねることができる環境を整えている。 

（３）教務課では履修方法・学修方法だけに絞った個別説明会を実施し、新入生がどのよ 

うな不安を抱えているか等、学生の意識を詳細に把握するために質疑応答時間を設けて 
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不安・要望等に対しての相談に応じている。 

（４）全学生が履修している科目の受講生を対象に学生アンケート調査を実施している。 

授業態度、授業への感想に関するアンケート項目と、自由記入欄を設け、学生の自己評 

価・授業に対する評価を行い、結果は教育職員に伝えて授業改善の目的のみに使用して 

いる。 

（５）学生支援センターでは、学生生活に関する相談だけでなく、学生なんでも相談とし 

て学修相談についても受け付けている。 

（６）学生相談室を設け、対人関係に関することをはじめ、心理的な悩みや性格に関する 

さまざまな事柄について専門のカウンセラーが相談に応じている。 

【自己評価】 

現状説明で述べたとおり、現在の体制を実施していることで学修や学生生活の悩み等に 

対して適切な指導・助言が実施できていると考える。 

【改善向上策】 

今後、学生一人ひとりに更に適切な履修指導を実施するため、ＧＰＡを活用し、単位の 

修得状況だけでなく、学生が所属する科・専攻別の成績状況を把握することが必要である。 

また、科・専攻によっては、履修指導の方向性が異なるため、今後すべての科・専攻の 

独自性を生かした学修指導ができる体制をとる必要がある。 

ױ ” ΅ ⁞ ‚  ⁴ ” ⁞ ₀ ‒―΅⁵‟᾿

 ―  ΅῀

【現状説明】 

［保育科］ 

ピアノ指導については、能力別編成を行い進度の早い学生や優秀学生に対し、より効果 

的な指導が行えるよう配慮している。他では授業時以外に特別課題を与え、発表させ評価 

を与えるなどインセンティブを高めたり、ボランティア活動への参加を促すなど、個々の 

学生の自発的な学修意欲を伸ばすよう努めている。 

 

［生活ナビゲーション学科ライフデザイン専攻］ 

 ８つのフィールドから興味のある授業を選択し、自分にあった進路を見つけ、ビジネス 

能力の養成とともに、将来の進路に合わせて必要な資格を取得できるようにサポートして 

いる。目指せる資格は、以下のとおりである。 

「情報処理士」「色彩検定」「ファッションビジネス能力検定」「インテリア設計士」「メイ 

クアップ技能検定」等である。（※平成 22 年 4 月、生活科学科生活科学専攻から名称変更） 

 

［生活科学科生活科学専攻］ 

キャリアアップを目指し、目標として掲げている資格試験の中でも、特に在学中に受験 

できるものに関しては、優秀な学生の合格に向け、受験に関連する科目の集中講義および 

補講を実施している。主な試験は以下のとおりである。 

「色彩検定」「ファッションビジネス能力検定」「インテリア設計士」「建築ＣＡＤ検定」 

「ビジネス能力検定」等である。（※平成 22 年 4 月、生活ナビゲーション学科ライフデザイン専 
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攻へ名称変更） 

 

［生活ナビゲーション学科生活福祉専攻］［生活科学科生活福祉専攻］ 

優秀な学生等に対して、併設大学の人文社会学部人間福祉学科に編入学し、介護福祉士 

の国家資格に加え、社会福祉士あるいは精神保健福祉士の国家資格取得のための受験資格 

を取得するよう奨励している。また、学外の福祉に関連した研究会や研修会への参加を呼 

びかけたりしている。ただ、現状は、優秀な学生に対する働きかけよりも成績不良な学生 

の成績をいかにして引き上げるかに苦慮しているというのが現状である。（※平成 22 年 4 月、 

生活科学科生活福祉専攻から生活ナビゲーション学科生活福祉専攻へ名称変更） 

 

【自己評価】 

優秀学生に対して充分な配慮がなされている。また、希望すれば、併設大学の人文社会 

学部（教育学科・人間福祉学科を除く）と経営学部の講義を履修することができ、学生の 

学修領域を広げられるようにしている。但し、履修制限がないため、選択科目の場合、本 

来その授業を履修するレベルにはない学生が履修し、結果的に進度や内容面で不具合の生 

じることもある。 

【改善向上策】 

併設大学においては、週１コマの初年次教育学修支援を平成２１年度入学生より組織的 

に実施しているが、短期大学部では２年間という修学年数と卒業単位数の関連から各科・ 

専攻で、まとまった授業や演習・実習を多く開講しているため、学生との意思の疎通が図 

りやすいとの判断から実施に至らなかった。今後は初年次教育研修会などを通じ、より一 

層検討し、全体的なボトムアップを図る必要がある。 

 

‚–΅―

ר ₀  ⁴‍‼” ⁞ ᾿ ”΅ ⁵‾ ”

₀  ―  ΅῀

【現状説明】 

修学、課外活動、進学・就職および健康維持など入学してから卒業にいたるまでの学生 

生活全般にわたるサービス体制として、教務部、学生支援センター、キャリアセンター、 

エクステンションセンター、保健センター、学生相談室などの組織的かつ専門的に相談を 

受け必要に応じて指導や助言を行う体制を整えている。また、これらの各部署の教育職員 

および事務職員が相互に必要な情報を共有しながら協働し、健全な学生生活の保持に努め 

ている。 

【自己評価】 

学生サービスの体制は整っているが、近年、大学生活に溶け込めない学生や精神的に不 

安定な学生も漸増傾向にある。また、大学生活の意義や面白さを見つけられずに、徐々に 

大学から足が遠のいて行く学生なども見うけられる。厚生補導規則はともすれば「行動の 

制限」というイメージがつきまとうが、積極的且つ有意義に大学生活を過ごすことができ 

るよう、側面的な支援体制をも守備範囲とする規則・規程に修正してゆく必要を感じてい 

る。 
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【改善向上策】 

 平成２２年度においては、学生の自立支援を念頭においた規程および組織の整備を行い 

たいと考える。そのため、「厚生補導規則」を「学生支援規程（仮称）」として、また、「厚 

生補導委員会」を「学生支援委員会（仮称）」として再構成する予定である。 

ש ₦≤↕ ” ᾿ ” ᾿ ᾿ ” ”

₀᾿​” • ” ₀ ‼―  ―  ΅῀

【現状説明】 

 水無月祭、大学祭をはじめとする各種イベントやオープンキャンパス等の学内行事にお 

いて、学生組織である学生運営委員会が活発な活動を行っている。同委員会には班員とし 

て新入生から加入する傾向にあり、総勢２００名を越える学生が、大学の発展および活性 

化のため精力的に活動している。課外活動は併設大学の学生とともに活動している。 

 クラブ団体では、平成２１年度に３団体が新たに結成され、体育会系クラブ２６団体、 

文化会系クラブ３０団体の計５６団体となった。体育会、文化会を合わせた全部員数の割 

合は、学生数が減少しているにもかかわらず、平成２０年度に比べ１.３％の伸びを示して 

いる。 

本学の課外活動において例年の課題は、リーダーとしての役割と次代のリーダーへの引 

継ぎである。本学の学科組織の特徴から、リーダーが学外実習などにより大学を離れるこ 

とも多いため、リーダーの役割を副リーダーに委ねるなど、組織をまとめるには難しい側 

面を抱えていた。そこでリーダーズ研修会を開催し、学生運営委員会およびクラブのリー 

ダーに加え、副リーダーが共に参加するリーダーズ研修を行った。この研修会では、リー 

ダーに関する講演会や各団体が抱える問題点を共有したり、問題解決のための手段や方法 

について議論する場を提供している。教育職員であるクラブ顧問および学生支援センター 

事務職員もこのリーダーズ研修会に参加している。研修会を通じて学生と交流を図り、課 

外活動に対する支援内容を模索している。 

 その他、水無月祭や大学祭などの大学行事やクラブ活動を含めた課外活動が円滑に行え 

るよう、クラブ面談、リーダーズ研修会、定例部長会等を通じて、積極的に学生と関わり 

ながら適切な助言や指導を行うとともに、施設や備品の貸し出し・修理・改善などにも迅 

速に対応している。 

【自己評価】 

 平成２１年度は前年度に引き続き、リーダーの育成と課外活動団体の組織化を主として 

支援を行った。学生達は本学の伝統を重視しながら新しい取り組みを行っており、学生の 

自主的な活動を尊重しながら支援を行っている。その結果、課外活動への参加者が増加し、 

学生組織の充実と課外活動に対する興味が高まっている。平成２１年度においても全国大 

会出場やリーグ昇格を果たしたクラブなどが出ており、成果が表れている。 

 各団体が活動に際して必要となるクラブ予算においては、活動状況、実績、大学への貢 

献度等を総合的に評価してクラブ予算を配分し、課外活動に対する資金的支援を行った。 

しかし、これらの評価がどのように行われているかということが公表されていなかったこ 

ともあり、平成２２年度のクラブ予算の算出方法について見直しを行い、次年度に向けて 

平成２２年度課外活動ハンドブックに掲載し、透明化を図っている。 
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【改善向上策】 

学生支援センターならびに学生運営委員会が共催するリーダーズ研修会は、年１回の開 

催のため、学生運営委員会が主催するリーダーズ研修会を定期的に実施する必要があり、 

学生の運営によるリーダーズ研修会が定着するようサポートを行いたい。リーダーとして 

の意識を高め、責任感を持って組織をまとめることができるようにすることと、活動目標 

の設定、年間活動計画書および予算執行計画書の作成など、学生リーダーが主体的に活動 

できるよう支援する。リーダーが育ち、課外活動団体が組織的に活動することで学内全体 

の活性化につなげたい。 

ת ” ”‍‼” ║ ᾿ ᾿ ᾿ ” ” ‚–΅―

 ―  ΅῀’ῷ ” ‚  ΅‍‎Ὼ‴ ῀

【現状説明】 

学生が快適なキャンパスライフが送れるよう、教育環境の整備に努力している。広大な 

キャンパスのなかには、里山風の小山があり、緑豊かな環境をなしている。また四季折々 

の花々や樹木が近代的な学舎を取り囲み、学生に安らぎの場を与えている。４月には、４ 

００本以上の桜が満開となり、新入生・在学生のみならず、近隣の住民にも一般開放し、 

桜花の季節を満喫してもらっている。また、噴水広場、食堂テラス、遊歩道、屋上庭園な 

どキャンパス全体が、休息空間の役割を果たしている。１号館には食堂（売店を含む）、Ａ 

ＴＭコーナー、４号館には学生相談室、学生ラウンジがある。５号館にはクラブ室、６号 

館にはラウンシﾞを設け、隣接するキャンパスショップ共々利用されている。 

また、保健センターには休養のためのベッド等が設置され、常時学生の利用が可能であ 

る。 

【自己評価】 

快適なキャンパスライフが送れる環境整備を行い、キャンパス全体が落ち着いた雰囲気 

を醸し出している。自然豊かなキャンパスは、全体として休息空間を演出しており、充実 

度は高い方である。食堂の席数が少ないという課題があるが、２号館ピロティーにベンチ 

を増設するなどの対応をしてきたが、ゆっくり落ち着けるにはやや不足というのが現実で 

ある。晴天時には屋外の庭園や芝生でくつろぐなど可能であるが、雨天時や冬季などは、 

屋内でゆったり過ごせる場所が少ないところをいかに解消するかが課題といえる。 

【改善向上策】 

快適なキャンパスライフを送っているかどうかは、学生たち自身が感じることである。 

学生のニーズを把握するため、学生の満足度調査を実施しなければならない。 

また、講義の間の時間の過ごし方としては、図書館利用が理想的であるが、他の過ごし 

方ができる場所、施設等の提供を考え、学生サービスにつなげたい。 

また、保健センターが６号館Ａ棟１階に設置されているが、位置が十分に認識されてい 

ないので看板を増やすなどして、積極的にＰＲしていく必要があり、また学生が安心して 

利用できるよう環境づくりを心がけていきたい。 
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װ Ό  ⁴ ” ᾿ ║₈←╒⅍ ” ” ” ᾿

”‍‼” ↄ₰” ᾿ ║ ” ” ₀  ―  ΅῀

【現状説明】 

１ 学生寮の状況 

本学では大学周辺に６棟の学生寮を設置している。学生寮は全室、ワンルームタイプの 

個室であり、寮によって間取り、レイアウト等の形状は違うが、エアコン、冷蔵庫、洗濯 

機など寮生活に必要最低限の備品を完備し、容易に寮生活が行えるように支援している。 

また、委嘱している寮管理人（家主）は、学生寮の近隣に居住されており、寮生との連絡 

や緊急対応等が容易にできる状況にある。 

 学生寮での一人暮らしを始める新入生のために、寮生会議を実施している。この会議は、 

先輩寮生を交え寮生活での諸注意事項やアドバイスおよび寮生相互の親睦・交流を深める 

ことを目的とし、毎年４月末に学内で実施している。寮生会議を実施することで寮生間の 

ネットワークができ、保護者の方々にも安心していただいている。 

２ 下宿・アパート等の斡旋の体制 

 賃貸マンションを希望する学生については、本学から最寄駅周辺の範囲で、学生の希望 

条件に近い優良物件を地元の信頼できる不動産業者と連携して紹介を行っている。 

３ 通学のための便宜（通学バスの運行） 

 通学の便宜を図るために、大阪市営地下鉄御堂筋線、南海高野線、泉北高速鉄道の３線 

が合流・分岐する中百舌鳥駅から新金岡駅を経由し、本学まで直行のスクールバスを運行 

している。所要時間は約４０分で授業の開始および終了時刻にあわせて運行している。 

４ 通学のための便宜（駐輪場・駐車場の設置） 

 学生駐車場および駐輪場を完備しており、自動車・バイク・自転車による通学を認めて 

いる。学生駐車場は自動車６５０台、バイク・自転車を併せて約１,３００台が駐車できる。 

駐車場および駐輪場の利用については、本学で実施する交通安全講習の受講を義務付け、 

交通ルールおよび学生駐車場利用マナーの遵守のために駐車許可申請書、誓約書等の必要 

書類を提出することにより、駐車許可証（シール）を交付している。 

【自己評価】 

１ 学生寮 

 平成２１年度の学生寮は、全９３室中９１名の学生が入居した。入寮生の日常生活につ 

いては、寮生のプライバシーの保護に留意しながら寮管理人（家主）との連絡を密に取り 

健康上や緊急時の対応を行った。また、近年、頻発している不審者等の出没により、寮生 

活に不安を抱える学生も少なくないことから、寮家主と協議し、平成２０年度より明和寮 

Ⅰ、明和寮Ⅱ、明和寮Ⅲおよび爽徳寮に監視カメラを設置し、寮生が安心して生活できる 

環境整備を行い、被害を未然に防いでいる。 

２ 下宿・アパート等の斡旋の体制 

 年度途中から通学時間面等の理由から大学周辺に住居の変更を希望する学生を対象に地 

元の信頼できる不動産業者と連携し、希望条件に近い優良物件の紹介を行っている。 

３ 通学のための便宜（通学バスの運行） 

平成２１年度の利用者数は夏学期９１名、冬学期６２名であった。スクールバス利用状 

況の把握を行うとともに、利用マナー等の向上を目的に車内掲示や乗り場でのマナー指導 
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を行っている。 

４ 通学のための便宜（駐輪場・駐車場の設置） 

 学生駐車場を利用するにあたり、毎年１回の交通安全講習の受講を義務付けている。地 

元警察署で交通取締りに携わられている警察官に講師を依頼し、交通事故の未然防止と交 

通マナーの啓発を強化している。また、年度途中から学生駐車場を利用する学生のために、 

月１回程度の割合で学生支援センター事務職員による交通安全講習を実施している。しか 

し、無許可で車両通学をしている学生も少なくないことから、学生駐車場を定期的な交通 

指導のための巡回とともに、学生の身の安全を重視した学内巡回を行っている。平成２１ 

年度は、自動車利用者８３７人、バイク利用者４８４人、自転車利用者３６１人であった。 

（併設大学含む） 

【改善向上策】 

 寮生活の快適性や身の安全などのセキュリティ等について、寮生からの要望や意見を迅 

速かつ的確に対応できるようにすることが必要である。学生寮への訪問回数を増やすこと 

で寮生と直接触れ合う機会を持ち、快適な学生生活が送れるよう要望や意見を汲み取り、 

迅速に対応したい。また、一人暮らしによる心的な悩みや不安など、直接話すことができ 

ない内容も増えており、保健センターや学生相談室とも連携し、早期に対応できる体制作 

りを整えたい。車両通学については、無許可利用者を無くし交通マナーの向上を図るため、 

告知方法の見直しや交通安全講習の実施回数を増やして行きたい。 

ױ ” ” ” ₀  ―  ΅῀

‴‍ ” ΌῬ⁵‟​” ₀  ―  ΅῀

１ 外部奨学金の取得状況 

（１）日本学生支援機構 

①種  類     貸与（第一種＝無利子 第二種＝有利子） 

②金  額     第一種 月額 3 万円・5,3 万円から選択（自宅）、6 万円（自宅外） 

           第二種 月額 3・5・8・10・12 万円から選択する。 

③推薦者(申込者)数 第一種 5（6）名  第二種 17 名 

④採用人数     第一種 5 名    第二種 17 名 

○ 奨学生推薦内示数は、第一種１５名、第二種２６人。実際の該当者および推薦人数 

は、第一種５名 第二種１７名となり大きく内示数を下回った。第一種奨学金の応募 

者で、学力基準に満たない学生が１名いた。 

 （２）東大阪市奨学金 

 ①種  類     貸与（無利子） 

②金  額     月額 1,7 万円 

③対 象 者     東大阪市に居住を有する者 

④申込･推薦者数   0 人 
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（３）大阪府介護福祉士奨学金 

 ①種  類     貸与（無利子） 

 ②金  額     月額 3,6 万円以内 

 ③対 象 者     生活科学科生活福祉専攻（介護福祉士資格取得予定者） 

卒業後、大阪府内の施設で介護業務等に勤務を希望する学生 

 ④申込･推薦者数   2 人 

⑥備  考     介護福祉士養成施設等を卒業後、府内の社会福祉施設等で引き続き 7 年間 

介護業務等に従事した場合は、全額免除となる。 

 （４）京都介護福祉士奨学金 

 ①種  類     貸与（無利子） 

 ②金  額     月額 3,6 万円以内 

 ③対 象 者     生活科学科生活福祉専攻（介護福祉士資格取得予定者） 

卒業後、京都府内の施設で介護業務等に勤務を希望する学生 

 ④申込･推薦者数   1 人 

⑥備  考     介護福祉士養成施設等を卒業後、府内の社会福祉施設等で引き続き 7 年間 

介護業務等に従事した場合は、全額免除となる。 

○ 山形県、福井県、三重県、滋賀県、兵庫県、奈良県から同様に募集があったが申込 

  者はなかった。 

 （５）朝鮮奨学会 

 ①種  類     給付 

 ②金  額     月額 2,5 万円 

 ③対 象 者     韓国・朝鮮籍学生対象 

 ④申込･推薦者数   0 人 

 （６）あしなが育英会 

 ①種  類     貸与 

 ②金  額     月額 4 万円 

 ③対 象 者     保護者等が病気・災害・自死などで死亡またはそれが原因で著しい後遺症 

で働けなくなった家庭 

 ④申込･推薦者数   0 人 

 （７）交通遺児育英会 

 ①種  類     貸与 

 ②金  額     月額 4・5・6 万円から選択 

 ③対 象 者     保護者等が道路における交通事故で死亡または重い後遺症で働けなくなっ 

た家庭 

 ④申込･推薦者数   0 人 

 （８）山口県 

 ①種  類     貸与 

 ②金  額     月額 5,2 万円 

 ③対 象 者     山口県に生活の本拠を有する者の子弟 

 ④申込･推薦者数   0 人 
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２ 四天王寺大学短期大学部奨学金（学内奨学金）の概要 

学業成績、人物識見共に優れ、勉学意欲が旺盛でありながら、経済的理由から就学が困 

難である学生を対象に、本学独自の奨学金制度を設け、無償給付し学業を支援している。 

①種  類     給付 

②金  額     年額 30 万円 

③対 象 者     本学に 2 セメスター以上在籍している学生 

④募  集     第 1 回 5 月、第 2 回 10 月 

⑤申請者数     5 名（第 1 回 4 名、第 2 回 1 名） 

昨年申請者 10 名（第 1 回 7 名、第 2 回 3 名） 

⑥採用者数     1 名（第 1 回 0 名、第 2 回 1 名)  

 

【自己評価】 

 大学独自の奨学金を充実させたが、特に緊急・応急奨学金については、思ったより利用 

者が少ない。学生と一番近い存在にあたる教育職員への周知を徹底し、より多くの学生が 

利用して欲しいと思う。 

【改善向上策】 

 外部団体からのほとんどの奨学金の募集が４月にあるが、学期初めということもあり、 

申請の機を逃がしてしまう新入生も少なくない。このため、平成２２年度より入学後のオ 

リエンテーションで奨学金の説明時間を設けることで、申請漏れが少なくなることを期待 

している。 

ײ ” ᾿∞└₿⌂₨₈⁞₢ₒ└₲≥└₧” ” ₀  ―  ΅῀

≪学生支援センター≫ 

【現状説明】 

  学生の健康管理については、学校保健法に基づき全学生を対象に定期健康診断を実施し 

ており、保健センターでは学生の健康状況の把握と健康管理に努めている。 

  また、定期健康診断での有所見結果や健康相談での面談結果で、専門医療機関への受診 

が必要と認めた場合には、校医から専門医療機関へ紹介することも行っている。 

次にメンタルケアやカウンセリングの体制については、近年、学生の抱える問題が多様 

化・複雑化するなかで、あらゆる相談内容に対処できるよう学生相談室を設置している。 

学生および保護者等が学生相談室を利用するには、原則予約での申し込みとしている。 

開講期間は週に４日、開室時間を設定し臨床心理士４名で対応している。 

【自己評価】 

平成２１年度冬学期より、学生相談室を保健センター内に移転設置させたことで、心身 

両面からのサポート体制が整い始めたといえる。 

保健センターと同様に学生相談室においても、専門医療機関への受診が必要と認めた場 

合には、臨床心理士から専門医療機関への紹介体制ができている。 

また、広報活動として学生が気軽に学生相談室を利用できるよう、臨床心理士が「学生 

相談室のごあんない」リーフレットを作成し、全学生に学科別オリエンテーションで配布 

し学生相談室の利用を呼びかけている。 

そして本学では、クラス担任制を導入しており、この他にオフィス・アワー、クラス単 



四天王寺大学短期大学部 

70 

位での授業等を積極的に取り入れており、このことからも学生と教育職員との距離が近い 

関係にあるといえる。 

教育職員に対しても、同じく臨床心理士が「教職員のための学生相談室利用ガイド」冊 

子を作成し、合同研修会で学生相談室の役割について、気になる学生の接し方等の研修を 

おこない学生相談活動に対する意識向上に努めている。 

学生は学生相談室、担任教育職員、その他の教育職員、学生支援課“なんでも相談”や 

保健センター等で悩みを相談できる場所や機会が多くあり、メンタルケアやカウンセリン 

グの体制は整っているといえる。 

【改善向上策】 

  学生が自己の心身に関心を持ち、自らが健康の保持増進が図れるよう、学生の健康相談・ 

保健指導をより充実させる。 

計画の一例として、１年次の必修科目である仏教（瞑想）の授業を利用して、「薬物乱用」 

「性教育」「人体に及ぼすたばこの害」などのテーマで保健指導に取り組む。 

また、メンタルヘルスやカウンセリングを担う学生相談室では、個別相談のみならず、 

ソーシャル・スキル・トレーニングのグループワーク等、心理教育的なアプローチも考慮 

に入れた取り組みを確立させたいと考える。 

 

≪保健センター≫ 

保健センターは平成１３年４月に設立され、健康管理の内容充実に努めている。主な業 

務は「保健管理計画の立案」「定期及び臨時の健康診断」「健康相談」「救急処置」「健康情 

報の提供」「その他健康管理に必要な専門的業務」である。最も重要な年間行事である定期 

健康診断は、４月上旬、全学生を対象に実施し、学生の健康状態の把握に努めている。 

主な健診項目は、「健康調査」「身長･体重測定」「尿検査」「胸部Ｘ線撮影」「内科診察」 

である。健康診断実施後は、有所見者に対して学校医が問診を行い、必要に応じて医療機 

関受診を指示している。 

 学生への健康管理に関する情報発信として、平成１６年４月に学内ホームページを立ち 

上げ、当センターの利用案内、場所、健康診断案内、その他健康情報を掲載し、ＩＴを利 

用した広報・啓蒙活動を行っている。また、有益な医療・健康情報をタイムリーに発信で 

きるよう、ホームページの内容を定期的に更新するよう務めている。 

 平成１９年度は、大学生を中心とした全国的な麻疹の流行により、当センターでは麻疹 

集団感染を未然に防ぐための対策として「新入生に麻疹に関する調査」および平成２１年 

度の全国的な新型（Ａ型）インフルエンザの発生により、学生の感染機会を減らし感染が 

拡大しないよう健康管理に心がけるよう普及啓蒙を行っている。 

 当センターでは、上述した一連の健康管理業務に加え、学生からの健康相談にも応じて 

いる。相談内容は多岐に亘るが、最近の傾向としては、「精神的な問題による体調不良」を 

訴え、来室するケースが顕著に増加している。現在、全ての学生の健康相談には、学校医 

が適切に対処している。（学校医が不在の場合は、学内の教育職員(医師、医学博士)が対処 

または保健センター事務職員が事情を聞き、学校医に報告している。） 

相談内容に応じて、心的支援や生活相談が必要な場合は、学生相談室を紹介しているが、 

重篤な精神疾患が原因であると思われるケースは、学内の教育職員（精神科医、臨床心理 



四天王寺大学短期大学部 

71 

士）の協力も得ながら対処しており、必要であれば医療機関での受診を勧めている。当セ 

ンターのメンタルヘルスやカウンセリングの体制が整いつつあり、保健センター－学生相 

談室－医療機関との連携など、学生の心身の健康支援システムのより一層の充実を図りた 

いと考えている。 

 

׳ ”‍‼‚ ῃ” ₀  ―΅⁵‟᾿​⁵⁮„‘”⁭ῲ‚

║  ⁵―΅⁴Ὸ₀  ―  ΅῀

【現状説明】 

学生支援課では入学時に、自宅住所・自宅電話番号等の個人情報を記載する「学生票」 

を新入生全員に提出させており、在学中においては、学籍異動・身上異動等の各種願届書、 

奨学金・学生寮等の各種申請書他、多岐にわたる個人情報を取り扱っている。 

また、上記以外にも年間６００件にも及ぶ学生支援課“なんでも相談”での相談記録を、 

学生支援課独自でデータベース化し、学生指導に役立てている。 

“なんでも相談”を受けた学生支援課員が「相談・申告事案 報告書」を作成し、学生支援 

課内で回覧をおこない指導内容等が適切であったかを、複数の観点から確認する仕組みに 

なっている。 

従って、初回“なんでも相談”を受けた学生支援課員が不在の場合でも、他の学生支援 

課員が引き続き円滑に学生対応ができるように、情報の共有化を図ると同時に守秘義務も 

厳正に守られている。 

【自己評価】 

学生から提出された各種願届書の受付後は、迅速に処理・情報の更新を行ない、各年度 

毎のタイトル別ファイルにファイリングし、学生支援課内の施錠できるキャビネットで厳 

重に保管している。 

また、“なんでも相談”での相談記録「相談・申告事案 報告書」には“取扱注意”を明 

記しており、紙面で再度個人情報の取扱い注意を促すことで、学生支援課員の意識を高め 

相談内容の漏洩防止が徹底できている。 

学生支援課内を回覧中に「相談・申告事案 報告書」の紛失を防止するため、「相談・申 

告事案 報告書」に受付番号を振り、事前に作成したインデックス番号と照合し確実に回覧 

回収できていることを確認したうえでファイリングしている。 

このファイルは、学生支援課内の施錠できるキャビネットで厳重に保管している。 

日常的に活用頻度が高いファイルであるため、ファイルの背表紙にも「相談・申告事案 

受理カード 取扱注意」を明記し、より細心の注意を払った保管・保護に努めている。 

従って、学生個々の情報等のすべての記録は、本学「個人情報の保護に関する基本方針 

について」に基づいて厳正な管理のもとで保管できている。 

【改善向上策】 

今後、学生の個々の情報等の記録が、益々増大することが予測できる。 

  個人情報と学生支援の観点を踏まえたうえで、学生の個々の記録を見直し必要でない情 

報項目等があれば、早急に削除し適正を図らなければならないと考える。 

また、データベースと紙ベースでの、二重保管をおこなっている情報の洗い出しと二重 

保管の必要性の有無を確認、保管期限を超過している情報を無用に放置していないか等の 
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環境整備が必要と思われる。 

‚–΅―
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（平成 22 年 3 月 31 日現在） 

［保健科］※平成 20 年 4 月から学生募集停止 

 19 年度 20 年度 21 年度 

ａ 卒業者数 103 人        72 人        1 人         

ｂ 就職希望者数    b/a 81 人（79%） 50 人（69%） 1 人（100%） 

ⅽ うち学校で斡旋した 
就職者数     c/b 65 人（80%） 40 人（80%） 0 人  （0%） 

ｄ うち自己開拓分 
の就職者数    d/b 0 人 （0%） 5 人（10%） 1 人（100%） 

ｅ 就職未定者    e/b 16 人（20%） 5 人（10%） 0 人  （0%） 

ｆ 進学･留学希望者数 f/a 8 人 （8%） 11 人（15%） 0 人  （0%） 

ｇ その他            g/a 14 人（14%） 11 人（15%） 0 人  （0%） 

  注：就職希望者には講師登録希望者を含む 

 注：小数点第 1 位を四捨五入のため合計が 100％にならないことがある。 

 

［保育科］ 

 19 年度 20 年度 21 年度 

ａ 卒業者数 97 人         107 人        112 人        

ｂ 就職希望者数    b/a 71 人（73％） 84 人（79%） 97 人（87%） 

ｃ うち学校で斡旋した 
就職者数     c/b 69 人（97％） 78 人（93%） 87 人（90%） 

ｄ うち自己開拓分 
の就職者数    d/b 0 人 （0％） 2 人 （2%） 5 人 （5%） 

ｅ 就職未定者    e/b 2 人 （3％） 4 人 （5%） 5 人 （5%） 

ｆ 進学･留学希望者数 f/a 22 人（23％） 16 人（15%） 9 人 （8%） 

ｇ その他       g/a 4 人 （4％） 7 人 （7%） 6 人 （5%） 

 注：就職希望者には講師登録希望者を含む 

注：小数点第 1 位を四捨五入のため合計が 100％にならないことがある。 
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［生活科学科］※平成 22 年 4 月、生活ナビゲーション学科へ名称変更 

 19 年度 20 年度 21 年度 

ａ 卒業者数 114 人        134 人        81 人        

ｂ 就職希望者数    b/a 81 人（71%） 109 人（81%） 60 人（74%） 

ｃ うち学校で斡旋した 
就職者数     c/b 75 人（93%） 82 人（75%） 43 人（72%） 

ｄ うち自己開拓分 
の就職者数    d/b 0 人 （0%） 5 人 （5%） 4 人 （7%） 

ｅ 就職未定者    e/b 6 人 （7%） 27 人（25%） 13 人（22%） 

ｆ 進学･留学希望者数 f/a 23 人（20%） 8 人 （6%） 8 人（10%） 

ｇ その他       g/a 10 人 （9%） 17 人（13%） 13 人（16%） 

 注：小数点第 1 位を四捨五入のため合計が 100％にならないことがある。 

 

［英語科］※平成 20 年 4 月から学生募集停止 

 19 年度 20 年度 21 年度 

ａ 卒業者数 103 人        47 人        1 人         

ｂ 就職希望者数    b/a 81 人（79%） 40 人（85%） 1 人（100%） 

ｃ うち学校で斡旋した 
就職者数     c/b 65 人（80%） 35 人（88%） 0 人  （0%） 

ｄ うち自己開拓分 
の就職者数    d/b 0 人 （0%） 3 人 （8%） 0 人  （0%） 

ｅ 就職未定者    e/b 16 人（20%） 2 人 （5%） 0 人  （0%） 

ｆ 進学･留学希望者数 f/a 8 人 （8%） 7 人（15%） 0 人  （0%） 

ｇ その他       g/a 14 人（14%） 0 人 （0%） 1 人（100%） 

注：小数点第 1 位を四捨五入のため合計が 100％にならないことがある。 

 

ש ” ₀  ⁴ ⁞ ᾿ ”΅ ⁵‾ ” ₀
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【現状説明】 

 就職支援のための教職員の組織として「キャリアセンター」がある。 

 キャリアセンターはセンター長（教育職員）のほか課長以下８名の事務職員が学生の就 

職指導、求人企業の開拓、就職斡旋、就職相談等学生の就職活動を全面的に支援している。 

そのうち短期大学部の担当は６名で、保育、福祉等の専門分野が２名、その他２名が一般 

企業向けの就職支援を行っており、兼務２名で編入、進学の進路支援を行っている。 

 学生全体に対しては入学時のオリエンテーションに始まり、各種のキャリアガイダンス 

の開催や就職対策講座の実施、ならびに学生個々人に対しては、日々面談形式による就職 

進路支援を行っている。また、外部に対してはキャリアセンター教職員による企業訪問や、 

幼稚園・保育園等への訪問のほか、教育職員やキャリアセンター以外の事務職員による企 

業訪問を行い、求人の開拓に努めている。 

 また本学では、「キャリアアドヴァイザー」を設けている。カウンセリング担当の教育職 

員が随時、学生の就職、進学、その他悩みの相談に乗っている。 

 一方、教育職員との連携組織として「キャリア委員会」があり、キャリアセンター長、 
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就職課長と各科の教育職員の中から選ばれたキャリア委員で構成されており、就職、進路 

支援のための重要事項を協議している。 

 学生を取り巻く就職環境は、一昨年秋の米国金融危機以降大変厳しいものになった。こ 

れらの環境に対し機敏に対応するためには、関係する部署がその都度迅速に連携・協議検 

討して対処することが必要であり、「キャリア委員会」は教育職員組織との連携において重 

要な役割を果たしている。 

【自己評価】 

 キャリアセンター職員と教育職員との連携協力体制により、就職率は年々上昇してきた 

が、ここにきて今後の就職率の維持・向上はかなり厳しくなってきている。しかし、上記 

の現状説明にもあるとおり、学生に対しては各種のキャリアガイダンスや就職対策講座の 

実施、日々の面談形式による希望進路分野毎の就職進路支援を行っており、学生には高い 

満足度を与えているものと思われる。 

【改善向上策】 

 現状説明で記述したとおり、早期化・長期化・多様化してきた就職活動に対応していく 

ことのみならず、現不況下の進路支援を徹底するために、教育職員、事務職員を問わずよ 

り一層の全学的な協力体制を整えていく。 

 また、今後は進路選択に有益な資格に関する情報提供のためにエクステンションセンタ 

ーとの連携をさらに深めるなど、学生への進路支援の更なる充実を図っていきたい。 

ת ᾿ ” ₀  ᾿ ‚‘”⁭ῲ‚ ₀

 ―΅⁴Ὸ₀  ―  ΅῀

【現状説明】 

 本学における就職支援体制は５－４－②で述べたとおり「キャリアセンター」が中心と 

なって学生の就職・進路支援を行っている。 

  １年次よりグループ面談・個人面談・進路別のキャリアガイダンスを重ね、就職を希望 

する学生に対してはキャリア形成に必要な情報、具体的には「キャリアデザイニング」と 

いったキャリア形成講座のＰＲや一年を通じた各種のキャリアガイダンスや就職対策講座 

の情報を学内での掲示や電子メール、学内ホームページにて提供している。 

 また求人情報については、学生向け就職支援システム「ＩＢＵナビ」にて学生はいつで 

もどこからでも求人情報を入手できるようにした。また、その中の一部をキャリアセンタ 

ー内に掲示するようにし、居住地や希望職種などを考慮したうえで、学生個々に求人情報 

をタイムリーに提供している。 

 その他、キャリアアドヴァイザーやキャリアラウンジなどの利用についても、学生に対 

しチラシを作成し配布するなど、教職員を通じてＰＲしている。 

 また、進学、編入希望者に対しては、編入学の説明会を開催するとともに、キャリアセ 

ンター内の書架にて関係書類の閲覧ができるようになっている。また、留学を希望する学 

生に対しては、希望を確認した上で学生支援センター（国際交流担当）に紹介している。 

【自己評価】 

 本学の就職率はここにきて厳しい状況を迎えてはいるものの、上述の通りの就職支援や 

就職情報の提供は十分出来ていると考える。このため、卒業生に対する就職者と進学者合 
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計の割合は昨年を下回った。 

【改善向上策】 

 就職活動は今後も厳しくなり、益々早期化・長期化・多様化の傾向となる。学生がこれ 

らの就職活動に対応していくために、教学側とのより一層の協力体制を強化し、就職指導 

の更なる充実を図らなければならない。 

װ ┤ ” ‚–΅―᾿ •
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【現状説明】 

前々年については、景気回復と団塊世代の退職補充等による企業からの旺盛な求人意欲 

の高まりもあり、就職率は連続して向上していた。しかしながら前年度については、上半 

期は前々年までの好調さが持続されたものの、下半期に入り景気が急激に冷え込んだため 

結果的に前々年をわずかに下回る結果となった。そして今年度は上半期から景気の低調が 

続き前年をさらに下回る水準で推移していたが終盤になり学生の粘りの結果前年度を若干 

上回った。 

また、前年に続き短期大学生に対する企業からの学校推薦枠が大幅に減少している。こ 

れは、推薦枠の大半を占めていた一般職の採用が縮小されたことや即戦力採用等による流 

れの中で短期大学生が大学生と同一の土俵上で競争を余儀なくされ、学校推薦枠設定を取 

りやめる企業が増えてきていることによるものである。 

【自己評価】 

細やかなカウンセリング指導を実施する等、就職活動を全面的に支援している。また、 

保護者セミナーや保護者懇談会を通じて保護者と大学が連携を取りながら学生を支援する 

体制を構築している。また企業へのアプローチにより学校推薦の意義や短期大学生採用の 

意義を伝え、門戸の拡大を図っている。 

【改善向上策】 

短期大学生にとって限られた時間の中、段階を踏んだ指導・カウンセリングを通じ、個々 

人のキャリア形成支援をさらに進めたい。また企業等との関係構築をさらに推し進め、就 

職先を開拓し斡旋していく。 

ױ ┤ ” ᾿
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１ 進学について 

【現状説明】 

 過去３年間における他大学への進学状況は、平成１９年度入学試験では６８名、平成 

２０年度入学試験では４４名、平成２１年度入学試験では１７名が進学した。 

 進学支援の方法については日々の面談のなかで、まず本人の意思を確認している。その 

上で本学併設大学への進学希望者に対しては編入学試験を担当する入試・広報部が実施す 

る説明会への参加を促し、また相談するように指導し、学内での連携も図っている。 

 一方、他大学への進学希望者に対しては、毎年７月上旬に行う説明会で、本学を指定校 

とする他大学（指定校枠）の情報を提供している。 
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 さらに指定校でない他大学への希望者に対しても希望の大学の情報を入手し、対策等の 

支援も行っている。 

 専門学校への進学支援は、専門学校の資料を請求、その資料を学生に提供するなどして 

いる。その他海外留学については学生支援センター（国際交流担当）が担当している。 

【自己評価】 

 平成１８年度に進学支援をキャリアセンターで行うこととなってからは、進学を希望す 

る学生のみならず、就職と進学で迷う学生も含めた総合的な支援体制が出来ている。 

【改善向上策】 

進学および海外留学についても総合的な支援体制を敷いている。環境の変化に応じて学 

生のキャリア形成支援を行うにあたって理想的な体制を常に模索し続けたい。 

 

２ 海外留学について 

【現状説明】 

 現在の海外高等教育機関との提携校は、９カ国／地域の１２大学（短期大学部１大学を 

含む）と学術交流協定を結んでいる。過去３ヵ年（平成１９年度～２１年度）の海外留学 

の実績は、０人であった。 

業務支援の内容としては、留学説明会の実施、留学先の情報紹介、留学のためのアドバイ 

ス、必要な手続きの支援を行っている。その他留学の資料を学生が自由に利用できるよう 

にするとともに、随時留学相談に応じている。  

【自己評価】 

短期大学部学生の就職活動が、２年次開始早々にスタートするため、半年を最小期間と 

する「留学」を選択させることが、極めて困難な状況となってきている。中でも、幼児教 

育等の専門職につくための資格取得に必要な実習が２年次半ばに予定されているため、卒 

業後、専門就職を希望する学生にとっては、現実には、時間的な余裕を持つことはほとん 

ど不可能である。また、一般就職を希望する学生にとっても、卒業単位を充足するという 

面および就職活動が活発化する時期と留学時期が重なるので、目を向けにくいのが実情で 

ある。 

【改善向上策】 

平成２２年４月より生活科学科が生活ナビゲーション学科に改称したことに伴い、平成 

２３年度夏学期実施を目処にライフデザイン専攻の学生を対象とし、ソルトレーク・コミ 

ュニティカレッジ（ＳＬＣＣ）において約３ヶ月間の留学プログラムの実施を計画してい 

る。 
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種 別 19 年度 20 年度 21 年度 計 

留 学 生 0（15） 0（13） 0 （0） 0（28） 

社 会 人 0 （0） 1 （1） 1 （0） 2 （1） 

帰 国 子 女 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 

障 が い 者 0 （3） 0 （0） 0 （2） 0 （5） 

長期履修学生 ※ ― ― ― ― 

科目等履修生 10（47） 10（41） 1（53） 21（141） 

※本学及び併設大学（大学院を除く）には「長期履修制度」はない。 

（カッコ内は併設大学、単位：人） 

１ 海外留学生の受入れについて 

【現状説明】 

 留学受入れ支援としては、短期大学部において実績はないものの、人文社会学部と共通 

の支援体制を敷いてきた。４年制での学修支援面では、科長を中心として担当教育職員を 

配置するなどの支援を行っている。生活支援面では、奨学金取得申請、日本人学生との交 

流の促進等の支援を行っている。 

また、留学期間における生活面の支援として、和交寮を居住場所として提供している。 

その期間中に様々な日常生活における諸問題に対応して快適な留学生活を送れるように努 

めている。問題が発生した場合に、緊急連絡としての窓口となる各部署での担当者を予め 

定め対応している。また、専門の業者と連携を図り迅速に対応している。 

【自己評価】 

 短期大学部への留学生がいないのが現状であるが、次のことが理由として考えられる。 

先ず、科の授業内容が専門職養成の課程となっており、専攻する種別が限定される。また、 

使用言語を英語とする授業科目を開講していないので、高度な日本語の運用能力が前提条 

件となることから、更に限定される。 

【改善向上策】 

 平成２０年４月１日から施行された「私費外国人留学生授業料減免規程」を一部改定し、 

平成２２年度の入学生、在学生に対して入学金全額免除、授業料４０％免除とすることに 

より、初年度の納付金合計が１００万円超から８０万円台と入学時の負担が少なくなり、 

留学生募集に弾みがつこうとする矢先、文部科学省からの通達で平成２２年度より外国人 

留学生修学援助費補助金が廃止されることになり、現在まで授業料額の約３０％をこの補 

助金に依っていたが、今後大学負担となることから、本学の外国人留学生の受け入れ自体 

を考え直す必要に迫られている。 

 

 



四天王寺大学短期大学部 

78 

２ 障がい者の受入れについて 

【現状説明】 

聴覚に障がいを持つ学生が平成１５年度１名、平成１６年度１名が入学し、平成１７年 

度冬学期から授業保障のためのノートテイクを実施した。既に卒業し、短期大学部には障 

がい学生は在籍していないが、併設大学には障がい学生が在籍している。障がい学生への 

支援は、併設大学と区別なく実施している。併設大学では、聴覚に障がいを持つ学生は、 

平成１８年度１名、平成１９年度２名、平成２１年度 1名、視覚に障がいを持つ学生は、 

平成１９年度に１名、平成２１年度 1名、入学している。聴覚に障がいを持つ学生に対し、 

授業保障およびオリエンテーション、各種ガイダンス等のノートテイクを実施している。 

ノートテイクを実施するにあたり、ノートテイカー養成講座の企画・実施やノートテイ 

カーとの日程調整などのコーディネイトを行っている。視覚に障がいを持つ学生に対して 

は、学内の移動介助を行っている。その他、聴覚・視覚障がい者には、課外活動支援、寮・ 

下宿生活支援などを行うとともに、学生生活全般に対する相談に応じている。特に、学習 

支援と生活支援の両面において教務部、担任教育職員と連携し、障がい者支援を行ってい 

る。 

また、教職員および一般学生に対する障がい者への理解の啓発と、ボランティアへの積 

極的な関わりを促している。特に授業担当者には学期当初に詳細な援助についてのマニュ 

アルを配布し、理解を得ている。 

【自己評価】 

 聴覚障がい学生４名に対し、夏学期・冬学期ともに一人当たり各週５コマのノートテイ 

クによる授業保障を実施した。正課授業「障害者福祉」でのノートテイカー養成と課外活 

動団体であるノートテイクサークルと協働し、年に２回「ノートテイカー養成講座」を実 

施している。 

毎年約５０～６０名の学生ノートテイカーが、授業保障等の支援ボランティアとして活 

動している。障がい学生に授業や学生生活上、不利益が生じないように教務部および教育 

職員と連携し対応してきた。しかし、ノートテイカー自身の履修状況や就職活動、実習等 

でノートテイクに入ることが不可能な状況も見受けられる。聴覚障がい学生の履修してい 

る授業すべてにおいて、授業保障することやノートテイカーの担当日時を固定させること 

が極めて困難である。 

【改善向上策】 

 聴覚障がい学生に対し、できる限りの授業保障を行っているが、まだまだ十分ではない。 

日頃積極的に関わってくれているテイカーが所属している科にも偏りがあり、実習等によ 

り授業保障が困難になる時期もある。ノートテイカー養成講座の開講数を増やし、科の偏 

りを解消し、支援ボランティアの増員を図る。視覚障がい学生に対し、学生生活面に関す 

る情報提供、施設・設備、介助者のボランティアを増やすなどの配慮を行う。 

また、障がい者全体に対する支援としては、全学的にノーマライゼーションへの理解を 

深めていかねばならない。そこで、教育職員には合同教授会等で、理解を得るための啓発 

活動を実行することが必要となる。また、学生には礼拝での告知や教育職員を通じて、障 

がい者支援の輪を広げていく。また、他大学での情報保障や施設面、学生生活支援等での 

サポート体制を調査し、本学の障がい者支援のあり方を再構築していく必要がある。 
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３ 科目等履修生の受入れについて 

【現状説明】 

科目等履修生は各学期数名ずつが履修している。履修科目は在学中に修得出来なかった 

教育職員免許状取得に必要な科目を本学卒業生が履修する場合が殆どである。 

聴覚に障がいをもつ学生は短期大学部には現在在籍していないが、併設大学においては 

教学面での援助として、授業で使用される場合のビデオ教材を事前に担当教育職員から提 

出してもらい、その内容を音声無しでも理解できるように音声部分を要約し、シナリオ化 

している。 

同様に視覚に障がいをもつ学生も短期大学部には現在在籍していないが、併設大学にお 

いては授業に使用するテキストやテストの内容を点字に変換する援助を行なっている。ま 

た、それらの援助について各学期開始前に各学生が履修を予定している科目担当教育職員 

に使用テキストを含め対象学生の状況等を周知し協力を求めている。 

【自己評価】 

科目等履修を希望する人が科目を選択する際に併設大学の科目を選択する場合が多い。 

その理由としては保育科、生活科学科生活福祉専攻においては専門教育科目（厚生労働省 

指定科目）を履修できないことが考えられる。 

障がいをもつ学生に対しては、教学面での問題点等について教育職員、教務部が直接本 

人から希望を聞き取り、学修面で支障が出ないよう、検討し改善を行なっている。 

【改善向上策】 

今後は広報活動を積極的に行い、短期大学部でしか学べない科目等の紹介をしていき、 

科目等履修生の人数増加を目指したい。 

障がいをもつ学生については、短期大学部に入学してきた場合も併設大学と同様に行っ 

ていきたい。 
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≪教務課≫ 

【現状説明】 

学生の個人情報保護については、全学的に取り組んでいる。掲示板に本学の方針を掲示 

し、掲示物については学籍番号のみとし不利益が生じないように徹底している。 

履修登録確認表の受渡し時には、学生証の提示を求めて本人確認を行った後、個々に手 

渡す方法をとっている。 

学生が各種証明証の発行を希望する場合は、「証明書自動発行機」を利用して発行を行っ 

ているが、学生証と暗証番号がなければ利用できないようにしている。窓口での各種証明 

書発行についても必ず学生証を提示させ本人確認を行っている。 

成績不良者への支援については、学生・保護者に対し、教務部長・副部長・担任教育職 

員等による電話連絡・面談を実施し、現状説明、原因究明を行い、今後学生が行うべきこ 

とについて話し合う場を設けている。 
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長期欠席者に対する援助については、「仏教Ⅰ～Ⅳ」（全学生必修）の欠席データや教育 

職員からの情報を元に確認し、学生および保護者に連絡を取り出席を促している。該当学 

生が本学に来た際には面談を行い、今後の学生生活について助言し、科長、関係部署に連 

絡をとり、学生が出席しやすくなるような援助を行っている。 

夏学期と冬学期に成績を送付する際には成績についての相談を個別に行う内容の案内を 

同封し、成績・単位に関することは別の機会を設け、個別対応に配慮している。 

履修登録については、未登録者・履修登録不備者には正しく履修登録がなされていない 

旨連絡文を郵送している。 

その他、アルバイト・ボランティア紹介、スクールバス、定期券購入、拾得物、公認欠 

席手続、施設・備品貸出、学生寮・下宿先の斡旋、車両通学、スクールバス利用など、学 

生支援を積極的に行っている。 

【自己評価】 

本学では併設の大学があり、短期大学部と区別することなく、窓口業務を行っている。 

約３,７００人の学生に対し、学生支援センター、教務部、キャリアセンター、その他各 

部署が学生相談に対応している。 

長期欠席学生の対応について、学生が担任教育職員の授業を履修しているとは限らず、 

担任教育職員が出欠の状況を把握しにくい部分がある。 

【改善向上策】 

今後も学生からの要望を汲み上げる努力を継続し、学生が学ぶ意欲を高める支援を行っ 

ていくとともに、教職員の理解を深めるための学修の機会も積極的に設けていく。 

また、学生の要望、相談事項のたらい回しが起こらぬよう、共通認識、情報の共有を行 

い、ワンストップサービスを提供する。 

 

≪学生支援センター≫ 

【現状説明】 

 平成２１年度冬学期よりポータルサイトの導入が開始された。ポータルサイトでは教育 

職員が学生個々の成績、出欠情報などを確認できるが、個人情報保護への取り組みの一環 

として、全ての学生情報を全教育職員に開示するのではなく、教育職員が担任として受け 

持つ学生の情報のみが閲覧できるよう制限を行っている。また、各部局においても、ＩＤ、 

パスワードをそれぞれで管理し、必要な情報以外は閲覧が不可能となっている。 

 学生においてもＩＤ、パスワードは個人のみが知り得る情報となっており、仮に本人が 

忘れてしまった場合、新規にＩＤ、パスワードを取得する必要が生じる。 

 平成２１年度より奨学金制度の充実を図り、その一環として、学長表彰制度が開始され 

た。学長表彰制度には各科・年次における当該年度の成績等を勘案し、成績優秀者を表彰 

する「成績特別賞」、在学時の成績等を検討し、学位授与式で表彰を行なう「成績特別優秀 

賞」、課外活動等において実績が認められ、他の学生の模範となった者および団体を表彰す 

る「特別賞」がある。 

 また、各種証明証を発行する場合は、「証明書自動発行機」を利用しているが、学生証と 

暗証番号がなければ発行できないように設定している。窓口での各種証明書発行等、本人 

の確認が必要な用件については、必ず学生証を提示させ本人との照合を行っている。 
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 成績不良者、長期欠席者への支援は、学生支援センター、教務部、および担任教育職員、 

その他関係部署が協働し、学生の動向を把握すると共に、より良い方向へと導くために個 

々の事案を検討し、対処している。なお、必要に応じ、学生だけでなく保護者にも同席い 

ただき、成績・学生生活等の相談に対応している。 

 また、窓口での相談内容によっては、学生相談室に繋ぎ、メンタルな部分でのケアを実 

施している。 

 その他、アルバイト・ボランティア紹介、スクールバス、定期券購入、拾得物、公認欠 

席手続、施設・備品貸出、学生寮・下宿先の斡旋、車両通学など、学生の生活に関わる支 

援を積極的に行っている。 

【自己評価】 

 学生相談室で従来行われてきた、Ⅰ心理・精神面での深刻な問題を抱えた学生に対する 

心理治療を中心とした相談だけでなく、Ⅱ学生生活を送る上での「ソフトな」心理面での 

困りごと（友達ができない、何となく学校に来づらい、居場所がない等）に関する対応お 

よび予防的アプローチを行うこと、さらに、Ⅲ自発来談を待つのみでなく、早期に学生生 

活に困難を抱える学生をみつけ、そのような学生をサポートシステムに乗せることを念頭 

に置き、従来の学生相談室機能に加え、Ⅱの機能を補充し、メンタルヘルスの向上を目指 

したグループワーク（対人関係トレーニング、リラクゼーション等）等の取り組みを実施 

するため、学生相談室を保健センター内に移転した。 

【改善向上策】 

 学生に対する支援を実施するに辺り、最近の傾向を把握することが必要となる。とりわ 

け、学生相談室を利用する学生の中には基本的な生活能力や対人関係能力の低下が影響し 

ている事例が見受けられる。今後は、個別相談のみならず、ソーシャル・スキル・トレー 

ニングのグループワーク等、心理教育的なアプローチも考慮に入れていく必要があると思 

われる。 

また、緊急性の高いケースや、様々な問題行動と結びつくケースが増加しており、現在 

の学生相談室では対応に限界があるため、今後の体制作りが必要不可欠である。 
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特になし。 
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